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虐
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八
剣
神
社
大
い
ち
ょ

う
に
由
来
標
示
板

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
文
化

財
や
自
然
物
を
大
切
に
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
そ
の
由
来
等
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
立
屋
敷
の
大
い
ち
ょ
う
と
書
田

河
守
神
社
に
由
来
標
示
板
を
設
置
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、
立
屋
敷
大
い
ち
ょ
う
が
、

昨
年
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
、
町
内
の
文
化
財
遺

産
を
も
う
一
度
み
つ
め
直
し
、
こ
れ
等

を
大
切
に
保
存
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
等
に
か
か
わ

る
由
来
や
逸
話
な
ど
も
、
後
世
ま
で
正

し
く
伝
へ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
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ｌ
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ｌ
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大
切
に
し
ま
し
ょ
う

自

然

文

化

財

老
人
大
学
、
大
学

院
生
募
集

高
齢
者
の
か
た
に
、
郷
土
の
歴

史
、
時
事
問
題
、
園
芸
、
書
道
、

俳
句
な
ど
を
通
じ
て
楽
し
く
過
し

て
も
ら
お
う
と
開
校
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
を
／

◎
大
学
の
部

▽
対
象
　
6
0
歳
以
上
の
男
女

▽
期
間
　
5
月
～
1
1
月
　
毎
週
月

曜
日
　
1
0
時
1
5
時

▽
会
場
　
芦
屋
町
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
ー

◎
大
学
院
の
部

▽
対
象
　
老
人
大
学
を
卒
業
し
た

者

▽
期
間
　
5
月
～
1
1
月
　
毎
週
木

曜
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
会
場
　
中
間
市
中
央
公
民
館

申
込
み
は
、
4
月
2
8
日
ま
で
に

町
教
育
委
員
会
ま
で
。

川　に　ご　み　を　捨　て　な　い　で　く　だ　さ　い

．
Ｊ
Ｐ
・
ｔ
‥
．
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町
議
会
議
員
選

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
所
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で
各
家
庭
　
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
投
票
所
に
行

に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
同
　
く
時
は
切
取
線
に
そ
っ
て
自
分
の
入
場

居
の
有
権
者
を
四
人
ま
で
記
入
し
て
お
　
券
だ
け
を
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
　
の

投
票
所
は
入
場
券
で
た
し
か
め
て

4

月

2

2

　

日

い
。
。
三
月
十
日
以
降
に
転
居
（
町
内
）
さ

れ
た
か
た
は
、
投
票
日
に
は
転
居
前
の

任
所
に
該
当
す
る
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

。
選
挙
の
資
格
が
あ
っ
て
投
票
日
三
日

前
ま
で
に
投
票
所
に
入
場
券
が
届
か
な

い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
入
場
券
を
紛
失
し
た
か
た
は
、
投
票

当
日
、
印
鑑
を
持
参
し
、
投
票
所
の
庶

務
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
候
補
者
の

氏
名
だ
け
を
は
っ
き
り
と

投
票
は
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正
し

く
、
は
っ
き
り
と
。
　
－
　
せ
っ
か
く
時

間
を
さ
い
て
投
票
し
た
の
に
無
効
票
に

な
っ
た
ら
「
骨
お
り
損
」
だ
け
で
な
く

棄
権
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
に
あ
な
た
が
投
棄
で

き
る
投
票
所
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
、
今
年
町
内
転
居
さ
れ
た
か

た
は
、
投
票
所
を
確
認
さ
れ
、
入
場
券

に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
は
現
住
所
に
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
選
挙
人
名
簿
作
成
の
関
係
で
投

票
所
は
旧
住
所
の
区
域
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

役場事務

配置を一部

変更

・－　4月16日から・一

投

票

所

地

区

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
6
時

第 第 第 第 第 第　　 第 投
7 6 5 4 3 2　　　 1
投 投 投 投 投 投　　 投 酉
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刀‘く 刀‾く フＪぐ フｒく プＴく フ1く　　　　　フＪく
所 所 所 所 所 所 所 区

猪 ・言ｒ同 寧 町 ＝土ご
Ｃコ
第　 小伊 投

公 ′・－一・一．ヽ 民

ノゝ
・．・．・．・．・．－－ 琶碧

フＪて
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‾　学 会地 育 コミ 民三 育　 書
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樋

口

梅 古
賀
二頃
社末
団吉
地田
町＝ヒ 下町立

ノ 口
住田　 二住屋

猪
木
区

高
松
区

高
松
団

新

．生街

古

区 ・

・松
高栄
尾荘
団団
地地

み
ず
ま

・ノ
美三

二 幸壷警

畠 電

団　 入 ・・

地

区

熊

猪
熊

害 ・
野疑
団風
地園

町 賀 団 地 江サみ
住 区

梅

地

鯉

・ 興こず
害　 産 ｔは

田　 社二田
地 ノ き

苑

机

ノ　 宅 ユ地

・ｌ・

・ 林タニ
岩　 住ウ・
瀬　 宅ン二

木
団
地

区

鯉

口

町
で
は
、
年
々
増
え
る
行
政
需
要
に

対
し
て
、
い
ま
ま
で
の
窓
口
で
は
、
十

分
に
窓
口
業
務
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
別
館
を
新
設
し
、
一
部
、

課
を
異
動
し
て
、
窓
口
業
務
を
円
滑
に

図
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
い
ま
ま
で
の
企
画
係

財
政
係
、
開
発
課
は
、
庁
舎
東
側
の
新

別
館
に
、
同
和
対
策
室
は
東
別
館
第
3

会
議
室
に
、
社
会
課
（
保
育
所
、
民
生

関
係
）
は
、
元
の
企
画
係
、
同
対
室
の

部
屋
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
相
談
室
は
、
い
ま
ま
で

の
部
屋
で
社
会
課
が
担
当
し
ま
す
、
そ

れ
以
外
の
各
課
の
業
務
内
容
、
配
置
は

い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

四
月
十
六
日
か
ら
新
配
置
で
業
務
い

た
し
ま
す
の
で
、
住
民
の
み
な
せ
ん
に

は
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
と
患
い
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたの一票を大切に生かしましょう・‥…4月22日
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身
体
障
害
者

5
月
2
日
（
水
）

県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
た
め
に
巡

回
し
て
医
学
的
判
定
を
行
い
、
更
生
に

必
要
な
相
談
に
応
じ
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、

相
談
の
予
約
受
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
相
談
の
必
要
が

あ
る
者
、
及
び
身
体
に
機
能
的
な
障
害

を
有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
（
内
部
障
害
者
を

除
く
）

▼
巡
回
相
談
予
約
受
付

0

4

月

1

7

日

（

火

）

　

1

3

時

～

1

5

時

。
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
巡
回
相
談
内
容

印
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
の
処
分

巡
　
回
　
相
　
談

及
び
適
合
判
定

∽
更
生
医
療
給
付
要
否
の
判
定

㈹
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
、
ま
た

は
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

用
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る
診

断
（
内
部
障
害
者
を
除
く
）

の
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

▼
巡
回
相
談
日
・
場
所

。
5
月
2
日
（
水
）
　
1
0
時
～
1
5
時

。
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▼
持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・
筆
記
具

▼
戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談
も
、
こ
の
日

に
同
じ
会
場
で
行
い
ま
す
。

福
岡
県
ふ
ぐ
取
扱
条
例

が
4
月
1
日
か
ら
施
行

結
婚
な
ど
戸
籍
に
関
す
る
届
出
は

ｌ
通
で
済
み
ま
す
…
…
－
月
1
日
か
ら

今
ま
で
は
、
本
籍
地
以
外
の
場
所
で

出
生
や
死
亡
、
結
婚
な
ど
の
届
出
を
す

る
場
合
、
2
～
3
通
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
4
月
1
日
か
ら

全
て
一
通
で
受
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
添
付
啓
寮
と
し
て
の
戸
籍

謄
抄
本
頬
は
、
今
ま
で
ど
お
り
必
要
枚

数
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
戸
籍
法
の
例
外
規
定
を
通
用

し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
5
百
円
1
2

千
円
も
か
か
っ
た
出
生
、
死
亡
の
各
診

断
書
が
一
通
で
済
み
、
皆
様
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
し
手
間
も
省
け
ま
す
。

な
お
、
こ
の
取
扱
い
は
、
県
内
で
は

は
か
に
北
九
州
市
、
中
間
市
、
遠
貿
郡

内
、
久
留
米
市
、
県
外
で
は
大
阪
市
だ
け

で
す
の
で
、
他
の
市
区
町
村
に
届
出
す

る
場
合
は
今
ま
で
ど
お
り
の
届
出
枚
数

が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
除
毒
さ
れ
て
い
な
い
ふ
ぐ
（
丸
ふ

ぐ
）
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
、
ふ
ぐ
の
処

理
業
務
に
直
接
従
事
す
る
者
は
免
許
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
免
許
証
は
、

ふ
ぐ
処
理
に
3
年
又
は
5
年
以
上
従
事

し
た
者
が
、
知
事
の
行
う
試
験
（
実
技

を
含
む
）
に
合
格
し
な
け
れ
ば
与
え
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
条
例
の
円
滑
運
用
を
遂

行
す
る
為
、
暫
定
措
置
と
し
て
5
4
年
4

月
1
日
を
も
っ
て
、
ふ
ぐ
処
理
に
5
年

以
上
従
事
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、

2
年
間
に
知
事
の
行
う
講
習
会
で
免
許

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
、
各
組
合
長
又
は
保

健
所
食
品
係
に
緊
急
に
御
連
絡
下
さ
い

（
詳
細
は
遠
賀
保
健
所
食
品
係
へ
）

盲
生
活
改
善
教
室
一

日
頃
の
食
生
活
を
見
直
し
、
改
善
す

る
た
め
、
次
の
と
お
り
食
生
活
改
善
推

進
教
室
を
開
き
ま
す
。

▼
期
間
　
5
4
年
5
月
～
5
5
年
3
月
ま
で

毎
月
1
回
、
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
場
所
　
遠
賀
保
健
所

受
講
料
は
無
料
で
、
修
了
者
に
は
修

了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。
定
員
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
は
、
早
目
に
役
場

衛
生
係
ま
で
。

福
岡
県
少
年
リ
ー
ダ
ー

洋
上
セ
ミ
ナ
ー

▼

期

日

　

5

月

2

9

日

～

6

月

1

日

▼
募
集
資
格

将
来
少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で

き
る
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
男
女
3

百
人
（
昼
間
の
学
生
は
除
く
）

▼
参
加
費
　
　
1
万
5
千
円

▼
募
集
期
限
　
4
月
2
0
日
ま
で

申
込
み
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
青
少

年
団
体
協
議
会
（
宮
0
9
2
・
7
8
1
・

1

1

1

1

内

線

7

4

7

）

ま

で

告
ぐ
Ｓ
く
い
ｌ
Ｊ
ｒ
1
1
1
1
Ｖ
Ｊ
Ｐ
ｌ
で
い
Ｓ
Ｈ
ｈ
さ
ヾ
、
・
1
、
、
・
・
、
、
・
・
1
≧
ｌ
て
い
1
1
Ｖ
く
Ｈ
、
い
Ｓ
で
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｊ
吏
ｒ
Ｓ
、
、
．
Ｌ
、
．
Ｉ
ｈ
、
．
・
Ⅰ
ゝ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
ｔ
Ｈ
ｒ
－
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
ｒ
ｌ
Ｈ
、
Ｈ
、
Ｐ
ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
ｒ
ｌ
Ｈ
ｌ
や
ざ
可
、
・
・
、
、
・
・
、
、
・
ｉ
Ｓ
ｌ
で
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
ｒ
ｌ
Ｈ
、
Ｈ
ｌ
で
Ｈ
Ｓ
で
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ｌ
で
く
、
、
・
・
、
、
・
・
、
、
・
Ⅰ
も
ざ
ｌ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ｔ
Ｈ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｈ
モ
Ｓ
Ｓ
ざ
Ｓ
さ
Ｐ
ヾ
、
・
1
、
㌔
、
、
、
Ⅰ
さ
く
Ｈ
Ｓ
Ｈ
き
ざ
1
Ｈ
ｌ
さ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
い
Ｓ
、
．
・
1
、
・
Ｉ
、
．
・
・
室
Ｙ
Ｈ
ｌ
ｌ
Ｈ
、
Ｈ
ｌ
い
ｔ
Ｈ
さ
さ
Ｈ
Ｓ
で
Ｐ
Ｓ
ｌ
、
・
・
1
1
・
・
・
1
・
・
・
ミ
く
Ｈ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
ざ
Ｓ
ミ
Ｐ
Ｓ
ざ
く
・
・
・
ヽ
・
・
、
ヽ
・
・
，
ヽ
さ
ざ
Ｊ
Ｈ
Ｓ
い
Ｓ
ｎ
ｌ
Ｓ
Ｊ
ｒ
へ
ｒ
ぐ
Ｓ
さ
く
さ
く
・
・
，
ヽ
・
・
－
ヽ
Ⅰ

行

政

相

談

委

員

に

原

福
　
次
氏

行
政
管
理
庁
は
、
国
が
お
こ
な
っ
て

い
る
行
政
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
の
不
満
や
苦
情
を
聞
き
、
あ
っ

せ
ん
解
決
す
る
た
め
、
全
国
の
市
町
村

に
行
政
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
は
樋
口
の
塚
原
康
親
氏
が

五
十
二
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
相
談
委

員
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
此

度
任
期
満
了
に
伴
な
い
辞
任
さ
れ
ま
し

た
た
め
、
後
任
に
、
頃
末
の
風
福
次
氏

が
新
し
く
相
談
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員

原
　
福
　
次
　
六
十
才

水
巻
町
頃
末
一
〇
四
九
～
一
五

（
松
栄
荘
団
地
）

《
行
政
相
談
委
員
に
ど
ん
な
こ
と
を
相

談
す
る
か
》

恩
給
、
登
記
、
戸
籍
、
海
外
移
住
、

消
防
第
5
分
団格
納

3
月
1
4
日
樋
口
の
消
防
第
5
分
団
の

格
納
庫
が
、
猪
熊
小
学
校
横
に
新
設
さ

れ
、
伊
藤
町
長
を
は
じ
め
各
関
係
者
が

集
り
、
盛
大
に
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
今
ま
で
の
格
納
庫
が
樋
口

商
店
街
入
口
の
信
号
の
す
ぐ
前
に
位
置

し
、
非
常
に
消
防
活
動
に
支
障
を
き
た

国
有
財
産
、
年
金
、
農
地
、
消
費
者
保

護
、
郵
便
、
失
業
・
労
災
保
険
、
道
路

河
川
、
電
信
電
話
、
公
田
事
業
そ
の
他

庫
新
設
…
…
樋
口

す
と
い
う
こ
と
で
関
係
者
か
ら
移
転
の

嶺
い
要
望
が
出
、
こ
の
度
の
移
転
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

団
員
の
か
た
も
、
り
つ
ば
な
格
納
庫

に
移
転
し
、
「
こ
れ
で
い
つ
い
か
な
る

時
で
も
出
動
で
き
ま
す
ば
い
」
と
今
ま

で
以
上
に
消
防
活
動
に
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

漏水調査のため4月5日－4月27日まで止水栓などを調査していますのでご協力ください。
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成
人
病
教
室
の
申
込
み

本
年
も
、
成
人
病
に
関
す
る
予
防
か

ら
対
策
ま
で
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。研
修
は
、
調
理
実
習
、
医
者
の
講
演

健
康
体
操
な
ど
毎
月
一
回
、
一
年
間
行

い
ま
す
。
希
望
者
の
か
た
は
、
役
場
衛

生
係
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
定
員
が
あ

り
ま
す
の
で
申
込
み
は
早
め
に
。

老
　
人
　
検
　
診

▼
日
時
　
4
月
1
3
日

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
場
所
　
机
山
荘
（
老
人
い
こ
い
の
家
）

▼
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談

畜
犬
登
録
並
び
に

狂
犬
病
予
防
注
射

町
で
は
、
畜
犬
の
登
録
並
び
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
最
寄
の
場
所
で
も
れ
な
く
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
、
場
所

。
4
月
1
6
日
　
年
前
　
古
賀
区
社
宅
管

理
事
務
所
　
午
後
　
机
公
民
館

。
4
月
1
7
日
　
午
前
　
樋
口
公
民
館

年
後
　
猪
熊
町
住
公
民
館

。
4
月
1
8
日
　
午
前
　
下
二
町
住
公
民

館
、
午
後
　
二
公
民
館

。
4
月
1
9
日
　
年
前
　
吉
田
三
公
民
館

午
後
　
吉
田
二
公
民
館

。
4
月
2
0
日
　
午
後
　
町
民
会
館

年
前
は
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
ま
で

午
後
は
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
ま
で

な
お
、
こ
の
日
程
に
も
れ
た
犬
は
、

5
月
2
日
、
1
3
時
～
1
5
時
、
町
民
会

館
で
行
い
ま
す
。

▼
料
金
登
録
料
2
千
円
、
注
射
代
千
円
（
こ

の
料
金
は
県
の
万
で
決
め
ら
れ
ま
す
）

剣
道
同
好
会
員
募
集

成
人
男
女
が
み
ず
か
ら
の
心
身
錬
磨

を
は
か
る
た
め
に
、
裂
ぱ
く
の
気
合
い

の
も
と
、
流
れ
る
汗
で
肥
満
も
解
消
す

る
さ
っ
そ
う
の
ス
ポ
ー
ツ
・
剣
道
を
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎

▼
練
習
日
　
毎
週
水
・
金
曜
日

。
初
心
者
・
女
性
コ
ー
ス
…
午
後
6
時

3
0
分
～
7
時

。
一
般
有
段
コ
ー
ス
＝
年
後
7
時
～
8

時
3
0
分

▼
練
習
場
　
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
準
備
す
る
も
の
（
初
心
者
〕

竹
刀
、
稽
古
着
、
は
か
ま
、
計
6
千

円
程
度

希
望
者
は
、
直
接
練
習
日
に
会
場
の

方
へ
短
歌
会
会
員
募
集

初
め
て
の
か
た
、
月
二
度
、
気
ぜ
わ

し
い
世
間
か
ら
免
れ
て
、
風
情
あ
る
短

歌
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

年
前
1
0
時
か
ら

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
会
費
　
毎
月
5
百
円

申
込
み
は
、
置
接
会
場
の
方
へ

危
険
物
取
扱
試
験

▼
日
時
　
6
月
1
0
日

▼
試
験
種
類
　
乙
種
及
び
丙
種

▼
原
書
受
付

5
月
1
4
日
～
1
5
日
ま
で
に
北
九
州
市

消
防
局
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
遠
賀
消
防
本
部
予
防

課

（

曾

0

9

3

2

9

・

2

・

1

2

3

1

）

ま
で〔
水
巻
町
職
員
人
事
〕

4

月

1

日

付

。
昇
任
開
発
課
開
発
係
長
・
近
藤
英
典

住
民
課
課
税
係
長
・
苫
田
紀
男

。
異
動
住
宅
建
設
係
長
・
田
中
亥
三
雄
　
財

課
主
査
・
守
口
洋
五
　
企
画
財
政

・
峯
浦
喜
八
郎
　
開
発
課
・
藤
本

－お　　礼一

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

がありましたご冥福をお祈りいたしますとともにあっく

お礼申しあげます。

机社宅　　故黒河英近殿　　黒河フミ殿

3月11日　水中体育館で「わらび座公演」が行なわ

れ、実行委員会からその益金のご寄贈がありました。

鉱
害
課
・
前
田
優
二
　
産
業

課
・
橋
本
淳
子
　
内
海
祥
隆
　
住
民

課
・
下
川
満
　
小
金
丸
博
光
　
宇
藤

勝
幸
　
行
正
悟
　
保
健
年
金
課
・
諸

永
光
子
　
社
会
課
・
古
海
真
理
子

水
道
課
・
堀
之
内
潤
一
教
育
課
・

行
実
利
夫

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

ゴミは決められた日に

出しましょう

各家庭にゴミ収集日程表を酉己布しまし

たとおり、4月1日から収集日程が一部

変更になっていますので、間違いないよ

うお願いします。

㊥もえるゴミ

0月・木曜日

吉田一、二、三、吉田団地、頃末・旭

町、緑風園、松栄荘、机、机社宅、宮

ノ下社宅、新生街、古賀区、古賀、梅

ノ木団地、猪熊（入柳除く）、猪熊町

住

0水・土曜日

美吉野団地、鯉口団地、頃末・伏原、

中牟田、幸町、みずまき苑、中橋1組

0火・金曜日

上記以外の地区

㊥もえないゴミ

0第1・3水曜日

吉田一、二、三、吉田団地、頃末・大

平、旭町、美吉野団地、鯉口団地、机

机社宅、宮ノ下社宅、新生街、古賀、

古賀区、梅ノ木団地

0夢2・4水曜日
上記以外の地区

＠粗大ゴミ

0第1土曜日

吉田一、二、三、吉田団地、頃末・大

平、植町、美吉野、鯉口団地

0第2水曜日

猪熊（入柳除く）、猪熊町住

0第3土曜日

上記以外の地区

粗大ゴミについては、収集日の二日前

までに役場衛生係に連絡ください。

，日　曜在宅医

4月15日　楠本医院　内・児科　大勝橋　曾093・24・0385

4月22日　前原医院　内・児科　樋　口　曾201・0553

4月29日　坂口医院　産婦人科　頃　末　奮201・2943

5月6日　楠本医院　内・児科　頃　末　禽201・2873

診療時間は9時から17時　原則として往診は致しません。

あなたの役場です　電話（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊

□
印
　
刷
　
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


